




青
森
県
百
科
事
典
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

輯
出
ら
く
史
え

十
和
田
信
仰
Ⅱ
”
「
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
卯
、
碇
ケ
関
大
落
前
の

ム
さ
５
た
だ

岸
、
崩
れ
落
ち
て
水
理
を
塞
、
水
湛
え
て
さ
な
が
ら
沼
の
如
く
に
な
り
ま

し
た
。
土
人
（
土
地
の
人
）
十
和
田
と
称
し
て
参
詣
す
る
者
多
か
り
、
津

軽
方
言
に
、
山
中
の
雪
畦
に
水
湛
え
て
沼
と
な
す
も
の
、
土
人
、
十
和
田

と
い
う
」
（
平
尾
魯
仙
哀
の
筐
）
と
あ
る
。
十
和
田
湖
の
よ
う
に
、
山

中
の
凹
所
に
水
が
た
ま
っ
た
所
に
竜
神
が
住
む
と
い
う
の
が
信
じ
ら
れ
、

県
内
各
地
の
山
中
の
水
た
ま
り
に
堂
社
を
建
て
て
十
和
田
様
と
い
っ
て
、
そ

の
水
に
さ
ん
ご
を
打
っ
て
豊
凶
や
身
の
幸
不
幸
を
占
う
の
は
江
戸
時
代
の

中
ご
ろ
か
ら
信
仰
さ
れ
て
い
た
。
と
く
に
津
軽
地
方
に
多
く
数
十
カ
所
を
数

え
る
。
代
表
は
平
川
の
支
流
、
三
ッ
目
内
川
の
水
源
に
あ
た
る
十
和
田
山

中
の
十
和
田
神
社
、
浅
瀬
石
川
の
上
流
、
一
の
渡
の
山
中
、
南
郡
浪
岡
町

吉
野
田
の
山
中
、
東
郡
蟹
田
町
桂
淵
の
も
の
が
有
名
で
あ
る
。
↓
竜
神
信
仰

○
○
○

十
和
田
神
社
Ⅱ
上
北
郡
十
和
田
湖
町
奥
瀬
、
祭
神
は
日
本
武
尊
、
旧
赤

倉
峰
十
和
田
山
正
一
位
青
竜
大
権
現
、
八
○
七
年
（
大
同
二
）
南
蔵
坊
が

八
竜
を
追
い
出
し
て
十
和
田
湖
の
主
に
な
っ
て
祭
ら
れ
た
。
と
い
う
の
は

伝
説
の
域
を
出
な
い
が
、
美
し
い
湖
水
は
古
く
か
ら
山
中
の
霊
地
と
し
て

信
仰
の
場
に
さ
れ
て
い
た
。
菅
江
真
澄
の
遊
覧
記
訶
曄
壁
（
文
化
四

妄念ゐ
』
ひ
＆ｌ

垂

ひ

へ

ｒ
”
…
”
臆
．
《
錘
篝
…
鰯
…
て
；
膿
…
赫
喬
わ
繩
…
壬
…
ゞ

ｒ

れ
た
フ
イ
ル
ド
ワ
ー
ク
が
雨
の
た
め
流
れ
、
延
々
と
な
り
、
こ
の
日
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

０
１
ｈ

Ｆ

当
日
の
現
地
調
査
は
、
嘉
瀬
妙
光
庵
、
喜
良
市
山
十
二
本
ヤ
ス
（
神
木
）
、
小
田
川
山
湯
の
沢
地
蔵
尊
が
計
画
さ
れ
て
い

津
捗
靴
浦
濯
繩
剛
野
瀧
購
縄
糯
毒
潔
瑚
褐
棚
詐
鯏
鮨
刑
牡
一
踊
稗
睦
観
癖

正
し
い
枝
が
出
て
十
一
一
一
本
に
な
れ
ば
一
本
枯
れ
て
、
常
に
十
二
本
の
ま
ま
だ
と
い
う
。

中
十
二
本
ヤ
ス
か
ら
約
三
百
米
ほ
ど
東
に
十
和
田
神
社
が
あ
る
．
十
二
本
ヤ
ス
を
初
め
て
見
る
会
員
は
、
十
和
田
神
社
に

山
鑑
婚
餓
脇
諦
輻
翫
鈍
郡
旙
喝
詳
特
岬
繩
酔
嘩
池
轆
岫
柞
諦
叫
窪
釧
闘
討
翫
唖
穣
謁
恥
維
匙
蔀
峠
蠅
樺
恥
師
一４

り
み
た
い
の
が
沢
山
浮
い
て
い
る
。
そ
れ
が
蛙
の
卵
の
量
を
見
て
、
そ
の
年
の
豊
凶
を
占
う
の
で
あ
る
。
会
員
の
一
行
は
、
１

池
の
ほ
と
り
で
早
速
研
究
討
議
を
は
じ
め
た
。

『
十
和
田
神
社
と
い
う
の
は
、
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
ど
う
い
う
由
来
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
ピ

様
『
十
和
田
神
社
は
、
山
の
中
に
多
く
あ
る
事
、
何
処
の
十
和
田
様
に
も
占
場
が
あ
る
事
、
山
岳
信
仰
の
一
つ
だ
ろ
う
か
哩

田
『
十
和
田
様
と
云
え
ば
〃
さ
ん
ご
“
を
打
っ
て
占
う
と
こ
ろ
だ
と
聞
い
た
事
が
あ
ゑ

０

『
誰
か
、
い
わ
れ
を
知
っ
て
い
る
人
は
い
な
い
か
ピ

エ
小
，

十
と
い
う
よ
う
な
事
で
、
正
確
に
は
一
行
の
中
で
十
和
田
様
の
故
事
来
歴
を
知
っ
て
い
る
者
は
一
人
も
居
な
か
っ
た
．
そ
こ

で
、
十
二
本
ヤ
ス
と
十
和
田
様
を
案
内
し
た
私
が
十
和
田
様
を
調
べ
、
会
員
に
報
告
す
る
義
務
が
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
こ

｜
の
一
文
を
書
く
次
第
で
あ
る
。

竜

神

信

仰

私
は
、
山
歩
き
が
好
き
で
、
嘉
瀬
山
・
小
田
川
山
、
喜
良
市
山
、
金
木

山
な
ど
津
軽
山
地
の
い
わ
ゆ
る
中
山
山
脈
の
西
側
の
一
部
に
つ
い
て
は
、

足
繁
く
通
っ
た
も
の
で
あ
る
。

似
こ
ら
・

山
の
歩
道
を
歩
き
な
が
ら
山
ノ
神
の
祠
が
あ
れ
ば
手
を
合
せ
、
十
和
田

神
社
の
前
を
通
れ
ば
礼
拝
し
て
そ
の
日
の
無
事
を
祈
っ
た
も
の
で
あ
る
が

そ
れ
こ
そ
信
心
か
ら
と
い
う
よ
り
も
そ
こ
に
神
社
が
あ
っ
た
か
ら
習
慣
で

社
（
や
し
ろ
）
へ
向
っ
て
の
拍
手
を
う
つ
の
で
あ
っ
た
。

そ
う
い
う
事
か
ら
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
え
ば
何
処
に
何
神
社
が
あ
っ
た
か

と
い
う
事
は
気
に
も
止
め
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
九
月
の
フ
ィ
ル
ド

ワ
ー
ク
で
「
十
和
田
神
社
の
由
来
」
と
い
う
宿
題
（
誰
も
出
し
た
の
で
は

な
い
が
、
自
分
で
取
り
上
げ
た
）
に
向
っ
て
改
め
て
近
接
の
市
町
村
に
建

立
さ
れ
て
あ
る
十
和
田
神
社
を
調
べ
る
事
に
な
っ
た
。

先
ず
「
青
森
県
地
図
百
科
」
を
開
き
、
金
木
・
五
所
川
原
・
浪
岡
と
十

和
田
神
社
の
鳥
居
の
マ
ー
ク
を
頭
に
叩
き
込
ん
だ
。

Ⅱ
一
八
○
七
年
）
に
、
「
休
屋
と
い
っ
て
大
ぜ
い
の
人
が
参
詣
に
の
ぼ
る

夏
の
こ
ろ
、
着
の
み
着
の
ま
ま
で
ご
ろ
寝
を
し
た
り
、
物
忌
み
に
こ
も
る

建
物
が
あ
る
。
…
・
」
と
見
え
て
い
る
。
社
殿
の
後
の
急
崖
を
登
り
、
鉄

の
は
し
ご
で
湖
面
に
下
る
と
、
散
供
を
打
つ
占
い
場
が
あ
り
、
豊
凶
、
幸

さ
ん
ぐ

不
幸
を
占
う
。
↓
十
和
田
信
仰
↓
散
供
打
ち

山
歩
き
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I
講
中
代
表
は
い
ず
れ
も
喜
良
市
の
方
ば
か
り
で
、
中
村
善
作
、
三
上
正

介
、
大
橋
藤
太
郎
、
桑
田
邦
衛
、
米
谷
猛
、
伊
丸
岡
政
美
、
桑
田
昭
一
の

七
人
で
あ
る
が
、
台
風
で
の
倒
壊
後
時
間
を
か
け
て
村
人
た
ち
の
浄
財
を

募
り
、
現
在
の
社
が
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
近
年
は
信
者
も
減
り
、
春
の

と
こ
ろ
で
あ
る
。
歩
き
疲
れ
て
、
ふ
と
見
る
と
、
油
川
方
面
へ
向
っ
て
左

側
の
郡
界
の
道
端
に
「
空
沼
青
竜
大
権
現
」
の
石
碑
（
写
真
二
Ａ
）
が
建

立
さ
れ
て
い
る
。
石
碑
の
裏
に
は
「
昭
和
十
一
年
、
油
川
、
飯
詰
、
小
田

川
、
嘉
瀬
、
各
村
講
中
」
（
写
真
二
Ｂ
）
の
文
字
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
が

か
つ嘗

て
の
十
和
田
神
社
の
名
残
り
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
の
石
碑
の
傍
に
は
、
次
の
よ
う
な
案
内
板
が
建
っ
て
い
る
。

利
用
し
て
カ
メ
ラ
を
肩
に
現
地
調
査
に
向
っ
た
が
、
秋
の
日
は
曇
天
が
多

く
、
時
に
は
雪
の
降
っ
た
日
も
あ
り
、
初
め
て
の
神
社
探
し
に
は
時
間
が

か
か
っ
た
○

奉

今
ま
で
見
過
で
し
て
い
た
が
、
調
べ
て
み
た
ら
以
外
に
多
い
。
体

史
跡
空
沼
青
龍
大
権
現
の
由
来

こ
の
地
は
修
験
道
の
山
伏
が
密
行
の
秘
法
を
こ
ら
し
た
古
事

来
歴
が
あ
る
処
で
、
役
小
角
仙
人
が
大
宝
元
年
に
石
塔
山
に
於

て
青
竜
大
権
現
の
昇
天
す
る
霊
夢
に
よ
っ
て
お
と
づ
れ
中
山
修

験
道
場
と
し
て
一
宇
の
草
堂
を
建
立
し
た
の
に
は
じ
ま
り
、
本

地
の
金
剛
蔵
王
垂
地
の
青
竜
大
権
現
を
祀
り
爾
来
安
東
一
族
の

庇
護
に
営
ま
れ
後
世
に
於
て
は
飯
詰
高
楯
城
主
の
朝
日
一
族
、

油
川
城
主
奥
瀬
一
族
に
崇
拝
さ
れ
た
が
、
天
正
年
間
大
浦
為
信

が
津
軽
一
統
以
来
地
元
民
が
こ
れ
を
崇
拝
続
け
て
き
た
が
終
戦

以
来
放
置
さ
れ
、
こ
の
神
体
で
あ
る
沼
池
も
埋
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
失
わ
れ
ゆ
く
歴
史
の
跡
を
偲
ぶ
こ
と
も
私
達

に
遣
さ
れ
た
教
え
で
も
あ
る
こ
と
に
思
い
を
走
ら
せ
絃
に
一
札

T

l
｜

｜|,

鬮
鬮
日
喜
良
市
相
野
山
十
和
田

写真の一＝喜良市相野山十和田神社

喜
良
市
相
野
山
の
十
和
田
神
社

（
写
真
の
一
）
は
、
会
員
が
現
地
調

査
を
行
っ
た
の
で
省
略
す
る
が
、
現

在
の
建
物
は
昭
和
五
十
八
年
旧
四
月

十
九
日
改
築
さ
れ
て
い
る
。

国
有
林
野
内
に
、
神
社
境
内
敷
を

営
林
署
か
ら
貸
付
を
受
け
て
建
立
し

て
あ
る
も
の
で
、
一
昨
年
台
風
で
倒

壊
し
た
社
は
、
現
在
の
よ
り
も
一
、

五
倍
ほ
ど
大
き
い
建
坪
で
あ
っ
た
。

休
日
を

そ
の
時
、
現
場
の
沢
写
真
二
Ａ
青
龍
大
権
現
（
表
）
写
真
二
Ｂ
（
裏
）

伝
え
に
登
っ
て
ゆ
け
ば
飯
詰
か
ら
油
川
へ
通
ず
る
道
路
が
あ
る
と
聞
き
、

好
奇
心
か
ら
登
っ
て
行
き
、
郡
界
の
空
沼
ま
で
歩
い
た
の
を
憶
え
て
い
る
。

そ
の
時
、
定
か
で
は
な
い
が
十
和
田
様
と
云
わ
れ
る
神
社
の
鳥
居
を
見
た

よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
の
記
憶
を
頼
り
に
十
一
月
二
十
三
日
茸
採
り
に
行

き
た
い
と
い
う
友
人
と
二
人
で
飯
詰
山
の
石
ノ
塔
沢
や
空
沼
付
近
の
山
を

探
り
歩
い
た
。
二
○
セ
ン
チ
ほ
ど
積
っ
た
雪
の
山
中
を
朝
九
時
か
ら
午
後

一
時
ま
で
歩
い
た
が
遂
に
十
和
田
神
社
の
鳥
居
を
見
つ
け
る
事
が
で
き
な

か
っ
た
。

郡
界
に
あ
っ
た
青
森
営
林
署
生
産
事
業
所
跡
付
近
の
湿
地
帯
が
空
沼
の

沼
跡
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
お
よ
そ
一
○
○
平
方
米
ほ
ど
の
湿
地
帯

に
は
、
葦
が
生
え
、
春
に
は
水
芭
蕉
の
花
が
咲
き
、
ま
た
蒲
の
穂
が
立
つ

昭
和
十
四
’
五
年

の
頃
と
記
憶
す
る
が

父
に
連
れ
ら
れ
て
薪

の
切
り
出
し
に
東
嘉

瀬
山
へ
行
っ
た
が
、

そ
の
時
、
現
場
の
沢

豊
凶
占
い
に
は
数
人
の
講
中
代
表
者
た
ち
が
参
加
す
る
だ
け
だ
と
い
う
。

青
森
県
百
科
事
典
に
出
て
く
る
代
表
的

な
十
和
田
信
仰
の
地
、
南
郡
浪
岡
町
吉
野

田
の
十
和
田
神
社
を
探
し
求
め
た
の
は
十

一
月
十
日
の
事
。

吉
野
田
部
落
か
ら
北
へ
約
三
・
五
キ
ロ
、

り
ん
ご
園
の
中
を
通
り
過
ぎ
、
標
高
一
○

○
米
ほ
ど
の
山
林
の
道
を
上
っ
て
行
く
と

か
ら
宝
つ

杉
と
唐
松
が
う
っ
そ
う
と
茂
っ
た
山
中
に

小
さ
な
沢
地
が
見
え
て
き
た
。

烏
居
の
前
に
、
浪
岡
町
観
光
協
会
が
掲
写
真
三
の
Ａ
案
内
板

げ
た
案
内
板
が
あ
る
。

藤

中
山
史
跡
保
護
会
代
表
盛和

鬮
閨
目
空
沼
青
龍
大
権
現

を
建
立
す
る
。

昭
和
五
十
八
年
八
月
吉
日

關
閑
目
浪
岡
十
和
田
神
社

、｜

、1

1島蚕
侭
。
陶
々
医

Ｆ

一全

鱗
嬬
競
剛

Ｑ
１
．

も

霞
ｕ
零
入
へ

牽
蝋
一
か

Ｌ

由

本
光
幸

喜
代
一

田
喜
八
郎

舟
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